
別記第 1 号様式
、ー・' 、ノ 代表者 経理責任者 起案者

会派名 郡山市議会公明覚 支 出 調 主Eヨ 審 ( l ③ 
区 分 事 由 費 目 入品ム 額 計

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金会費 l
2 研 修 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

大i重耕殺が作vth(静%以)主持部J 会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 報 費
資料作成費 広報誌(紙) 少aP，‘ ?f>6 報告書等印刷費
送料(折込料含む) r>a9.μμo ウェブページ掲載代 茶菓子代

アフJ ..Y&6, 
振込料

〆

4 広 聴、 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 ..6.. 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

:z:;; 

資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

振込料

8 資料購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

有料データベース等利用料 | 振込料

9 人 件 費 賃金 社会保険料等 振込料

10 事務所費
備品購入費 事務機器等リース代 消耗品等事務費

印刷代 振込料 配送手数料

11 
通信運搬・自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)

車燃料費 その他

使用者 郡山市議会公明震 支出年月日 え8 年/え月 y 日 現金出納簿 10 メ口主、 言十 ククノ夕 、 ケ <Y 6 円支出番号



55'J記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1::.3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費出企ii主E二同教拐、(仏〉由一……一一…一一.w....___...…"… ……一一一一一一一一一一一
5 要請・陳情活動費 6 会議費

一一一'一……同一...._~w四一一一....，_._.w・ 一一一一一一一一一…一一一一
10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 必俊一区別~J.f._1戸被釦-~-~j包 Ja友一一一
(支出事由) 一一…“一一一一一一一一--_...一一一一_w._______.__一一一一…一一一"ー一一一一一一一一一

内 容

反出年月日 支 出 先 支出金額

必年/却戸日 (株) lν 柚 7 0 Þ ジ三 ケ21)1.176 円

上記のとおり支出します。

信?議員氏名 郡山市議会公明党

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



百長(=ゴ ザもJ て川ノ I<-U \a:::/，- \cトゾ j 江主文/J \ υ ヨζ ヲ

口張Jムー~る一夜 吾(兼子三史料受取書)

ご指定日 J/ ，f 年 月 7 巴 Ei 
口 預金払戻請求書 ・ 預金口座振替による振込受付書(兼手数料受取書)

1 

: 思FP口口耳目日口 i国田口口口口口口口 ;i l
先 に 周太枠の中を黛ボール/マンで強<ご記入ください。 I

東邦銀行 信 1言 語主 て 掴金額の先頭に￥マークをご記入ください。口 金 口 沼 口 協 口 i 口 い 薗濁点c ) 、時点c )も マスを使用してご記入ください。
1 当座 2.普通 4 貯蓄 9 その他 金望書 該当唄邑lこOをお付けください 日目さい 十億億』万白万 l万方千白ト円

ぉロロ口口 白回回目白 額 口口口口回目白回目回目

受 3 回目四日目白目白日目口口口口口口口
ぷ口口口口口口口口口口口口口口口口口 国岡田臼

おなまえ(漢字)
人 。振込依頼書に記動?目i室等の不俄があった場合lこは、照会等

， .1ン 4，5〈'記¥ 1ご 「 のために娠込が遅延することがあります。
-メr ノト%J、 ノAy，T t7l 1 〆 。 ァ v 口 、 //ィ tこ}やむを得ない事由による通信機器、 回線の障害等によって

ー ィ :i pv fAー レj l ,/..- 様 授、とが遷延することもありますので、 ご了承く ださい。

J 日回目回日日目口回目白日日目白白口
7 口口口口口口口口口口口口口口口口口 蓋株式会社東邦銀行
依

おなまえ(漢字)

々宍v1μJtP .. ......;.，... Jず\ U〈 fひ 子t ir 1J ぷ亡一J 様
人おと」ろ 日中こ連絡可能なお電話番号

ふコズljl lかJ! り\ム汁ベヲ 日 /崎 山う"// ど川〈ブル

ノ

当行をご利用いただきましでありがとうござ、います

3-978 (2 -1) 2016.3 



963-8601 
請求書

福島県郡山市朝日ト23-7
PAGE l 

963-8032 福島県郡山市字下亀田 1 7 番地の 7

郡山市議会公明党御中

(0587) 

前回御請求額 御入金額 繰越金額 今回御買上額 内消費税額 今回御請求額

779, 436 57, 736 779 , 436 

古金 商 口口口 名 数 量 単位 単価 金 額

11. 13 1 
郡山市議会公明党「議会報告28年秋季号」 67, 000 4 268 , 000 

折込

消費税 21 , 440 
l 
郡山市議会公明党 「議会報告28年秋季号J 69 , 000 168, 000 

印刷

消費税 13 , 440 
l 
郡山市議会公明党「議会報告28年秋季号」 285 , 700 285 , 700 

企画・制作

消費税 22 , 856 

一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 仁二二一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一

【 売上額 ] 721 , 700 

【 外税額 ] 57, 736 
ノ

[ 売上合計額 ] 779 , 436 
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J724Jず:2ア動揺総動静感性議語表詰 ~4"'‘
平成27年度決算特別委員会を、 9月 27日 I (火)から30日(金)までの日 …ーママ一一一一~""，-':;Tl~

程で開催。平成27年度予算が適正かつ効果的に執行されていたが、また、
健全な財政運営がなされているか、についτ審査しました。審査において

は委員が、各事業について自由審査を行い、また現地調査も実施し、提出
された平成27年度決算認定議案等について1、原案のとおり可決及び認定

すべきものと決しました。

, . 

予お法務:jft禁

定期予防接種及び任意予防接種を実施している

が、平成27年6月からB型肝炎ワクチンを導入。

一 (部m議員同;8製肝紫ワクチンの記入恋路濃)

月、ι

ザ~~7~. ~ "::'.:: ::~::~~~~. :~: :，:;~~ ~t:::~~ !i�n.; .~~~~.:予

誰もが利用できるブロードバンドサービスを|

提供するため推進0 ・ I ,_: 
C1!3，!.間財源塙幽lB翻訳箆袈) 箇

町二 ~." ;~[:~ジメン I.l.... 三 ~~;~r.:~

市有資産句有効活用を図るため、未利用財産!

について、売却や貸付等を行う。 1 広寸rm'll " 竺 ~/< ~.:，よ;
(行N~政改革なj:{fr~接するプとめ提雷 μ 斗 ~7 ~::"~:.~ ::::.~ì 1i~， 

J 

平成27年度から、対象児童が小学校3年以下

から6年生まで拡大。事業拡求は必須。，
(主主j民として1長年にねたり、企小学校に設置する

よう提言)

住民生活ゐ安全支心のため、防犯灯の設置と l
併せ、省エネ・長寿命化策として、LED防犯灯行更!
新。(出州議員が稿極的に撤退 j
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iJ314i 川抗PEJ間協告与fl{~γÎ!苛22. 心得;治略的脅恥、
んλ山1Ut; ム μ肘:段 !伶!幼b附ざ$椋1窃晶晶拐晶晶〉♂F訓刊付恥M;有弘4弘仇品必zbごdぎ 知刊宇和mづtぷμ戸刈'，:1;叫吟相併叩χ町枕杭蜘知か竺町叩m判廿Cμ川刈併恥"ヰ明怜靴?衿怜わ今計和.勺L

一般会計の決算額は、歳入が1 9729億億、3 9573万円、歳出は19β6591億意t910万円で、翌年度ヘの繰越充当財源を差し目号引I i: 

いた突質収支は41 億億、6 日 263万円の黒字決算となりました。
また、 29の特別会計決算額の合計につしてはト歳入700億49047万円、歳出677億1，622万円で、翌年度への繰越充当
財源を差し引いた実質収支は18億5212万円の黒字決算となりました。
公営企業会計(水道・工業用水道・下水道・農業集落排水事業)の決算概要は、徹底した経費の削減・合理化じ努めたことにより、健全

な事業運営が図られました。財政運営につきましては、法律に基づく財政健全化判断比率は、実質赤字比率・連結実質赤字比率・実

質公債費比率・将来負担比率全てが、国の示した早期健全化基準を大きく下回っており;健全な状態にあると認められました4

; ;!Rl担当時与す!?再認揖轍響欝糟璽額理器替欝; : :;j
I [由民1.1~j~説得g~'ff/応設 | 固定後ケ)~~'~.三

財政の透明性を高め、市民への説明責任を図る! 仁 社会ニーズに対応した新形式墓地「合葬墓Jの! 産院を退院してからも育児に不安を抱え、ケア

ため、乙れま言の単式簿記・現金主義による官庁 I I 整備により、当面の墓地需要に対応。 I が必要な産婦に対する事業。事業の積極的周知
会計に加え、複式簿記・発生主義とし 1った企業会'(小島議員をはじめ会派接翠等、ねばり強〈推進) I が必要。(子背で支援のー穏とて推進)

立z雪まま;え。一り入Mれた繍新公始会計捌制度腕を平耽成抑2昨l 図 苧問3話5潟服訳及び山己約川2辺戸即渋 l 盟 F認炉川5が付言守子m:m泣ω山自伝必:店日[3 ~~~~K 0:"，江汗r出〈で蕊抗:古むご巧三
I 平成2τ年4月に「君郡H山市手話言語条例」を制 ! 待機児童解〉消商のため、民間認可保育所等を設置。

(:~戸引jjj手i宏 0:年詩埠ミE度zかう8臣図uにこねJた己り一般貿問) l l i I 定し翻訳者等の派遣を行つ吋 | (制と同年取り組問山創立、保育
: ' ，(会派として積極的l調樹 、 | 濁j:守及び内容についても充認を目指す)

熱海町住民の安全安Jふ一蹄イ保呆紳や、{住主民の交流 I F問たおお芯出'f安司::1 却切fF♂己円川川i口山山:日冗i日肘;
l μ三丘凸山、kり‘..'ばゐ ヨム ‘一脚 j山j プ比Lυも .-:; -叫-"電刈Jよ~ ';-;.、日 ~"'. '... 

を推進し、地域コミュニティの充実を図るため推十 ! 地域包括ケアシステムの一環として、認知症初! イノシシ等の鳥獣被害防止のため、電気柵や捕
進。(平抑制球的常任設毘会で質問 I , 期集中支援チームや認知症地域支援推進員の配! 獲活動を実施。

, (合流として現地調査を行い、被器対策の霊喪
置、認知症力フェの設置を実施。

i 性を認識)、
(地域包括ケアジステム構築に向けて、会派として|
併しで取り組んでいる) 1 1Jgm沼f号令部:;:以;3

。小中学校の通学路の危険箇所について、学校、

道路管理者、警察等と連携・協議し、対策ぬ改善・

充実を図る。

C1fl野議員抵、p丁ρAゐの代5諜詰としで也強く喜喪E芸翠fff.)

図 :弘弓主弘叫;え起江斗比凶2必必必主民弘恥泌ω;告h祁泌ωJ仁りωωωi日託涼\~:， t占j主i

平成27年度にυ円東日本と王事施行協定を締結

.心し、平成29年度春の開業予定。また「郡山富田駅利

活用懇談会」を設置し、関係者と意見突換を実施。

(小島競員は、農業試験場跡地利用のー誌とし

て、郡山富田駅の利活問を強く読めている)
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\J 市内観光地や白木遺産認定を受けた安積疏水関連施l

設、人が集まる公共施設にW トFi の整備を促進し、観

光客が自由に情報を収集でき、リアルタイムでSNSを!

発信できる環;境整備をすべきと考えるが、見解を伺う。

, '.磐梯熱海温泉駅前足湯、ケヤキの森足湯、郡山ユラックスl

熱海、開成館などの観光施設等を含め、新たに10力所の公

共施設に，Wi~F i 環境を整備する。観光地におけるWi-Fi

環境の充実がますます求められる乙とから、計画的な整備!
を;険討していく。

:~~~・5;主~ ;S~)~lの位i設jせ付とお採について

地区、地域、分館からなる公民館の位置づけ、関係性、さら I

には、八山団地域公民館の運営方針を伺う。

公民館等合わせて103施設と、多くの公民館施設を有し、
維持管理に要する費用が膨大であることから、公共施設等I

総合管理計画に基づき、規模や配置の見直し、効率的な維!

持管理等を検討し、施設全体の適耳化を図るための個別計|

画を策定している。

(仮称ν1山田地域公民館の運営方針は、乙れまでの利用 ;
状況などを踏まえ、地域行事やサークル活動などの自主的 l

な活動や近隣の復興公営住宅の皆様と周辺住民の皆様と

の交流等、当面の問、貸し館を中心として地域の自主性を尊!

重した活動を支援する公民館として運営してまいりたいと

考えていく。

~~ チーム学校について
間! 外部人材を積極的に活用し学校の教育力を高める
ー「チーム学校」の現状での取り組みと今後の対応につい

て伺う o

U刃 地域を生かした教育環境パワーアップ事業による学校支

一ー援やスーパーティーチヤ一派遣事業による専門性を生かし

た学習機会の提供、会小中学校への笑語指導助手やスクー

ルカウンセラー配置、スクールソーシヤjレワーカーの増員等

を実施している。また、教育研修センターで実施している管

理職研修講座による校長のリーターシツプの育成や学校

事務の共同・連携を実施している。

さらに、複式学級解消補助員や特別支援教育補助員の配

置、学校規模に応じた複数の教頭や養護教諭、学校栄養職

員の配置、学校教育アドバイザーや特別支援教育専門の指
導主事、 ICT推進担当の指導主事による学校支援など、

チーム学校としての取り組みを行ってし1る。

今後の対応につきましては、平成29年4月より福島大学

に開設される教職大学院において人材育成を図るととも

に、地域との連携、協働を進めるコミュニティ・スクールに

ついても検討していく。

図高齢者健康長寿サポー ト事業iについて
図 事業開始から)年が経過し、さまざまなど意見や聞い合

わせがあったことと思うが、はり ・ きゅう・マッサージ券

からの変更に伴う減額は、利用者である高齢者の落胆

はもとより、市内のはり・きゅう・マッサージ業を営む

方々の経営にも大きな影響を与えているが、見解を伺

つ。

所初パス、タクシーへの利用拡大及び共通化によって利用しゃ

叫 すくなったとωご意見をいただいたが、一方で助成額に対し
てのご不満の意見などもあり、その都度、制度の改正内容

等について丁寧に説明し、理解をいただいたところである。
ー次に、全体的な利用率については、平成27年度は4方

1 ，572人の申請者へ58万9.414枚の利用券を交付し、その

.うち利用いただいた枚数は37万2，941枚であり、交付枚数
に対する利用枚数の利用率は63%となっており、平成26

年度のはり ・きゅう・マッサージ等利用券と温泉等利用券を
合わせた利用率40%に比べ、大幅に伸びたと乙ろである。

また、パス、タクシーの利用実績については、パスの利用

券が1万8.451枚、タクシーの利用券が11万2.139放で、パ
ス、タクシーを合わせた利用券は13万590枚であり、総利

用枚数に対する割合は全体の35%となってし，\る。

欝査委員として
現在、議員選出の監査委員として、公正で合理的かつ効率

的な行政運営を確保するため、地方自治法等に定められ

た権限に基づき、郡山市や郡山市が補助金等の財政的援

助を行っている団体などの財務に関する事務の執行や、

経営に係る事業の管理について、n去令等に従って適正に

行われているか」、「合理的、効率的、経済的に行われてい

るか」といった観点から監査を実施し、監査の結果を議

会、市長等へ報告し、住民の皆さんへ公表する乙とによ

り、行政の適法性あるいは妥当性を確保するとともに、地

方自治行政の透明化を図っています。

白鳥 V

t 川 白木医師会や厚生労働省が主催する3月の子ども予防

接種週間において、通常の診療時間に予防接種を受け !

にくい人たちが日曜日などにも予防接種を受けられる

体制の構築を図る乙ととされているととから、木市に J 閤 除染事業について
おいても郡山医師会と日曜日等の予防接種体制の構 l ささ

a 時1 除染で発生した汚染土壌の中間貯蔵施設への搬出に築について協議していく。凶!
向け、郡山市内の4力所で進めている積込場について

その進捗状況及び整備に係る今後の工程について

問 冨久山クリーシセンター、東山霊園運動場、河内埋立処
一一分場の3力所は、今月中に測量設計が完了し、造成工事

の入札などの手続きを経て、年内の整備完了を目指し、

西国埋立処分場については、地質調査の結果、同処分

場敷地内の別の箇所に変更する必要が生じたため、年
度内の整備完了を目指すロ

圏ため池除染の完了時期をいつ頃と予定しているのか。
炉事l 完了時期は、現在、荒池など14カ所の詳細調査を実施して

一一おり、その調査結果や県のモニタリング調査などを基に検

討していく。

平成22[g)年6月鹿定例会一般質問 |
r:lq 医療・福祉に関する諸課題について

悶子どもワクチンの予防接種における日曜日実施の創設
について

;巴~tIJ司1U1:食誕品口ス削減に向けての取り組みについてで; 

悶生Eごご、み枕を利棚用しほた/パ1イオ力ガスス江工ネおJルレ同ギギ、司導凱入lに口こ口つしい吋1吋て ; 

. ' ， 昨年度、環境省の補助事業でバイオガス発電の実現可

能性調査を実施。その結果、二酸化炭素の排出量削減

や食品廃棄物の減量化など「極めて有効な手段」とさ
れた。課題を整理し、豊田市などの先進地自治体の情

報収集を進める。産総研福島再生可能エネルギー研究

所や日本大学工学部にもアi''J'\イスを受け、バイオガス

発電の施設整備についてあり方等を検討していく。

! ヨ 公共施設毒事総合管理計圏について
沼 個別計画の策定について、どのような方金卜で策定する

のか。

阿1 予防保全の実施による長寿命化、 PPP'PFI の活用
一一等、総合化・集約化等による施設の最適化、計画的な耐

震化の実施等により、利用者の安全確保等を組み入れ

た公共施設等マネジメントの基木方針に基づき、平成
29年度策定を目指す。関係団体や住民の方々への説明

会等も開催し、策定後の進行管理については、公有資

産活用調整会議で進行管理を行い、毎年更新する公共
施設白書により公表していく。
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" ,., ' 'ﾇ3� J弔慰定例舎一般鶴岡闘i酬15.帥設備について

! ;hiLい〆'.::d~

I 本市として夜間中学に関してどのような考えをお持ち

かマまた、県との考え方の共有についての見解は?

凶 1 夜間中学のニーズ調査を実施した。今後とも固による

法整備や条件整備の状況を踏まえ、県教育委員会と連

i携を図りたいと考えている。

; 4111jfiJ;??t112体育舗の浸食対策に‘コいて

小原田中学校も含め器具類を保管するスペースが狭い

所や2階に上がるために、はしごを利用している箇所に
関しては、安全性向上を図るべきと考えるが、見解は?

l ' 保管スペースについては、学校施設の有効活用と整理

l 整頓を推進すると共に、2階に上がるはしごに関して
は、設置場所等について学校と協議しながら、改善す

る。

ー 円以)i改修について

' . ' 番堰の改修計画について、進捗並びに地元受益者との
I 協議はどのようになっているのか、また今後の流れはど

のようになるか?

:，木年度は、引き続き協議を行いながら、改修計画及び

基本設計を作成し、平成29年度には国による本事業の

審査・採択を受け、平成30年度の改修工事着手に向け

進めていく。

悶i環境整備の実現化に向けた具体的な計画をロードマツ
ーア等で明確にし、地元関係者に説明をすべきと思うが見

解は?

盛r治州統最優先しており、平成32年度完成予定の河
;) 1 1改修事業との整合を図りながら推進している所であ

り、治水対策の進捗を踏まえて対応する。
また、地元愛護団体等の協力を頂きながら、除草、伐

木、コ、ミの除去を行い、下7幻董の接続を促進し、水質浄

(ィヒにも努める。
回!設雨対策について
E司 j霊水被害の軽減を図る事を目的に、既存の大型店舗等
一ー |に雨7J<~宇宙施設の設置を依頼すると共lこ一昔日助成をす

;る乙とで、浸水被害の早期解消を図るととも検討すべき
と考えるが見解は?

悶汗成26年5月に施行された、雨7J<の利用の推進に闘す
--活法律において、雨水貯留の施策の実施に努めること

が自治体の責務であり、大型店舗等の事業者は、その

施策に協力するよう努めるとされていることから、雨水

利用施設整備の助成などについて、実施策を調査・検

討する。

園 iふるさと料J税について
関 係るさと納税の返礼品として、土抗産品などを掲載した
一一カタログなどを作成し、寄付者が返礼品を選べるように

ヤてきと考えるが見解は?

防司 寄付者の満足度の向上のため、農産物をはじめ、地酒な

]ど地場産品等を活用し、返礼品を拡充していく乙とが必
要である、と考えており、今月中には約950の自治体が
利用しているポータルサイトへの登録を予定している一

図 2020東京オリンピック ーパラリンピック
関i型事議について

開 国際競技連盟基準を満たす施設において、障害者ス

日ーポーッの大会を聞くなど、パラリンピックの事前キャンプ

誘致に向けた取り組みを行ラことで‘ユニ/'\ーサルデザ
インの施設がより一層充実し、木市にとってのレガシー
になると考えるが見解は?

府軍!施設の充実に取り組むとともに、パラリンピック参加国
品四の事前キャンプ誘致を目指すことにより、障がい者のス

Jポーツ参加や障がい者への理解の向上を図る施策を展

開し、共生社会の実現に向けた新たなレガシーを創造し
てまいりたい。ー

、

ー . ・4・，

シェJレジユオアシス事業」の見直しについて検討してい

きたい。

間 織がい者施策
議i枠欄議文誠-センターの設趨について

悶木市の「第3期郡山市障がい者福祉プラン」では、障が
ーーい者の相談支援体制の強化を図るため、基幹相談支援

'." j l '， 川ろえ;~9Þ:奇麗恕例議一級鏡閉 園 f者富山関関駅Jの駐車場重量備について センターの設置を計画しているが、その内容は。 ! ! 

い ii 郡山市納骨細川一プランと的づくり 問時zer-ぃ、城間守|生と駐車場整 町霊長官222LizzttPZ22 i i
o胤ì)メディカルヒJ以昔日山基本構想について

宙開公共交通の利便性を高める弁め'L.'まパークアンドライ 行ってきたが、その結果を踏まえ、障がい者相談支援業
| 富田町の農業試験場跡地は、脚色23ha、民硝ア 幽 ドの導入も有効であり、隣接するみ養鶏分場等の整備 腕委託している市内7法人と、運営のあり方等を~食言す ! : 

ha、全体で30haもの広大な市街地調整区域が、市街 ; を見据え、駐車場の整備を検討していく l している。 ー
地に現存しているが、東日本大震災の復興を果たす上 'c../I.JJ/~/L.， I'~-L...:::r--?lJ V../ ..IE. l/fB ' C!.;'I^ I=I 'J v ¥. V '"  0 --.., . I i 

で、この土地未iJ脚本市にとって重要な役割がある。そ 園 子育て文機 関 代議・代言語文探サービスについで
こで府行都市計画マスタープランかる(仮称)メデイカ 子育て世代包描支援セン歩ーについて ニ ? 

~司障がい者の方ばかりではなく、核家族化が進む中で高 j 
ルヒJレズ郡山基本構想への市の取組にコ明う。 圏;子育て世佃括支援センターの先進出、専糊を配 幽齢者等の読み書きが困難な方抑留加している。そ乙で、 f 
マスタープランにおいて、当該土地を医療関連産業等 置し、一貫した相談・支援体制に取り組んでいるが、本 読読書きが困難な方に対する代読代筆サ→ビスを充 i 
の集積に向け、「交加佐進拠点」として位置付け、「ふく ;市の子育て世代包括支援センターは1 どのような内容 実するとともに、サービスのための人材育成を図るべき l! 
しま医療機器開発支援センター」をはじめ、「郡山富田 ! で、いつ、どこで実施するのか。 ではないか。

駅」の開業など、新たな産業の集積を図る上でポテン 国平成29年明から、乙ども総合支援センター(ニコ二 関可能が困難な方l謝する慨イ閣支援サービス
シャjレの高いエリアである。そのため本市として、福島 。 コ乙ども館)を支援拠点とし、新たに母子保健に関する l組日ル

一一については、合理的配慮の提供手段としても有効であ
県と密接に連携を図り、産業の集積に向けた取組みを 専門知識を有するコーディネーターを配置し、妊娠期

ーり、他自治体の事例を踏まえ、葺及に検討していく。ま l 

進めていく。 から子育て期にわたる切れ目のない支援体制の構築を
た、人材育成として、障害者差別解消法に関する研修

図る。，
;づ引き1線:"~::i1について 項目羽え、努めていきたい。

…: 柿の公睦備は「綜の基本計画」に基っき整備されて 国保育コンシェルジュについて 麟繍醤麟翻幽轍癌磁議題磁調
l きたが、持続可能な柿形成を目指し、今後は公園整備 悶 木市の「保育コンシェルジユオアシス事業」在見直し、 時鵠摘諮問漏議論議議議議関
から公園の利活用に着目し〈子どもから高齢者に貢献 保育所待機児童解消に向け、相談しやすい施設の選定 櫨輯極極極輔轍極端麗説紙趨踊蝉語罫線建輔毘趨幽麗臨調 : , 

できるように公園整備のあり方を検討する時期では。 と、専門相談員の配置をしてゆくべきロ 路議誠蟻磁鑑蕗騒鋭機磯媒鶴織緬盤欝織l ,; 
団V苛巴到福町叫耳制調t司町'Ii.'I: :Ei<:=:::;路間停土砂豆マ，.;;~軍事-広野習胸躍湿出|

近年、子どもの遊びゃ体力づくり、高齢者の健康づくり 圏本市におきましては、待

‘ 
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:ド4匂ザ帆仇5ダ肉仇;込hミε:合t設為印詰匙引:~鴻!

i鈎;社ぬ~Iミ冗2の地域陪臨1玲合?休、;主F"のリ一4ダJ一

ア，'rJ l/:i部迎合町内設会長 ~~~~r:';~~~D}J:県説

8月27日午前、中央会場を芳山小学校、各地区会場

を市内 12箇所に設け、市関係機関、市民それぞれが、災

害発生時に効果的、組織的に対応できる災害対応力の
向上と防災意識の高揚を目的として、総合防災訓練を

実施しました。

4 四号 、!下!!!合成得~1~}常任~r L i ;，~.~r，~ i1~~;!~毘)( ,+, 

ィ:月 1 Fi iEj(丹 )

名古屋市重症心身障害者施設「テインクルなご
や」について(田川議員、但野議員、山根議員)

※名古屋市

川~;"i9母 (;!.)
乙ども家庭相談支援体制整備事業
「スクールソーシャJレワー力一Jについて
(田川議員、イE野議員、山根議員)※尼崎市

~~-.;l ~2:()日 (ìJ~ )

廃校を活用した都市住民等との交流事業について
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号
�:J 

区 分 ※該当する区分にO印 費目名

三調査研究費一L.~_._._~.~三一竺信tE平二送札(ず「時イむよ
5 要請・陳情活動費 6 会 議 費 /� I ¥ '" J ~!r I'?'-~ノ

一一一一一…一同一日一一一……・山一町一一一一一一一一一一一一一
10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

出目的餓兵組"~_.ø___.!国型国一一一一一
(支出事由) ー…一一一一一一一一一一一一一…一

容 議一-JhQ錦あ&:室崎事ι館ιι宇号一k--hJ迫h与ム茸件i…ー茸止M￡i41L 

支ì- 出年月日 支出先 支出金額
、 1

え8年/対ア日 (不ネ))ν~ 7Q ロシ L えげ μ与o 円

上記のとおり支出します。

議員氏名郡山市議会公明党 必

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、 ~rj記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



訪当す-8モJU)にU(または-/)を表示レます

口混Jムー￡ト五百支去(示ア数料受取書)
口預金払戻請求書・預金口座振替による振込受付書(兼手数料受取書)
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口口口口回目白回目回目
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回囚日巴
カ
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カ
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。振込依~~.買蓄に記載相違等の不備があヮた場合には、照会等

のために振込が遅延することがあります。

。やむを得i~J:い事由による通信機器、回線の障害等によって

振込が遅延することもありますので\ご了承く ださい。

株式会社東邦銀行

様
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963-8601 
請求書

福島県郡山市朝日ト23-7
PAGE 

963-8032 福島県郡山市字下亀田 1 7 番地の 7

郡山市議会公明党御中

(0587) 



963-8601 

福島県郡山市朝日 1-23-7

郡山市議会公明党御中

(0587) 

請求書
PAGE 

963-8032 福島県郡山市字下亀田 1 7 番地の 7

、 作::;:';-Yr::科お
株式会社ル・プ口、/tJUVYいi
TEL024-935-0789 FAX 位:4，~，お4務。

is;;ふ〆~2~~~j
〈御振込先〉 治生di主主3
大東銀行朝日支店(普)No.1278696

1 



:; 12MY貧弱 :訴事li糊j産会議;禽 :百二三ムン一
平刊叩成舵27年度決算特別委員会を、湖9明月 278 '(伏火〉ゆか川ら臼630ωO臼日(後金)涼ま灯吋で初の日 鱒轍議譲鵜譲藩密概僻程潤靖〆巾議議鶴欝臓璃噺厨 i

;毘;立?5詔;思z立詑5τ官工芦詑号究官t官叶Z恋官官5r計?ウ;2r号誼早Lてr叫つ笠叫:ヰ足
は委員が、各事業について自由審査を行い、また現地、調査も実施し、提出
された平成27年度決算認定議案等について'、原案のとおり可決及び認定

すべきものと決しました。
勾 ・

_ v" " 匂 " . ~ ー 町 ' 一

hE27年層換算幽翠J73堅実愚民LL-
一般会計の決算額は、歳入が1 9729億39573万円、歳出は1 9659億1，910万円で、翌年度への繰越充当財源を差し引 [

いた実質収支は41億6 9 263万円の黒字決算となりました。
また、 29の特別会計決算額の合計につし 1てはト歳入700億49047万円、歳出677億1 ，622万円で、翌年度への繰越充当 ト

財源を差し号!いた実質収支は18億5212万円の黒字決算となりました。
公営企業会計(水道・工業用水道・下水道・農業集落排水事業)の決算概要は、徹底した経費の削減・合理化に努めたことにより、健全 じ

な事業運営が図られました。財政運営につきましては、法律に基づく財政健全化判断比率は、実質赤字比率連結実質赤字比率実 !
質公債費比率・将来負担比率全てが、国の示した早期健全化基準を大きく下回っておりイ建全な状態にあると認められました4

i 回
財政の透明性を高め、市民への説明責任を図る I _ 

ため、乙れま雪の単式簿記・現金主義による官庁 I I 

会計に加え、複式簿記・発生主義とし 1った企業会|

計の手法をとり入れた新公会計制度を平成27年 l 予断1
I~.:.:r !./i 

4 月から導入。 I 体えl

(~:?::;;j~24J ~半fZから6図にわたりー鍛質問) ! 

熱海町住民の安全・安心の確保や、住民の交流

を推進し、地域コミュニティの充実を図るため推

進。(平成~26年度から'常 j王設見合で箆Bm

\, ]'i i� ~ : .....: : . :.;-.'"71..~〆に i ';;! ，'.r:市、守町"，::"， , 
日r J~ 円 :J，!ニ úIU'~; ';':;;;，;'，:，

誰もが利用できるブロードバンドサービスを

提供するため推進。

U0野訟民が沼坊主主備を強く喪望)

園

i 包J 乎お:妥結さ:r~~
ー ! 定期予防接種及び任意予防接種を実施している

ネ，ジメン~.: }r~:~μ3;73 i が、平成27年6月からB型肝炎ワクチンを導入。
市有資産の有効活用を図るため、未利用財産 I 悶Jll議員拡自型肝炎ワクチンの器入廷雄縫)

につい吋て、克淵去却Hや惜貸付伴等を析行う弘。 問 \百ト川rれ仔ト一γ円刊;':;日J一吋
C仔?行f財政改革純を掠滋古す帽品枇此め縫傭寄 " I μ山辺 :不}，.':~ ，; .jぷ;完怠i二宅二:'，.与-三"'~'，:-写弓?;2手::;五:jG;五五伝dぷι:.~ .,:..:. _ ':.. j:三，.. . ....，-予，_:~ :.. .ぺ、Jぺ町\ブAブプブフブ7、♂、コ

>

住民生活の安全安心のため、防犯灯の設置と

併せ、省エネ・長寿命化策として、LED防犯灯ぺ更

新。(同Jll~議員が5新主的に推進)

!・ ー ・ 2

; : 明27年度か州孝一一例制3年灯
から6年生まで拡大。事~Jt は必須。

j .会派として凝年にわたり、金小学校に設置する

ょう提言)

G , • 

. 
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‘ ♂~'.!'.:る;乙 ?川二、吃 f.; で'i~''''''Å ',": .. "，叫・
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φ 令

つ 忘年￡月，復建例会一般22路
í~W~::/t地帯広おけるwトFü の整備'について :

''.，. J 市内観光地や日本遺産認定を受けた安積疏水関連施l
設、人が集まる公共施設にWi卜白 F引l の整備を促進し、観;

光客が白由に情報を収集でき

発信できる環境整備を甘ツ穴てきと考えるが、見解を伺う。

" 磐梯熱海温泉駅前足湯、ケヤキの森足湯、郡山ユラックスl

熱海、開成館などの観光施設等を含め、新たに10カ所の公

共施設に，Wi~F i 環境を整備する。観光地におけるWi-Fi ，

環境の充実がますます求められる乙とから、計画的な整備!

を検討していく。

子守f法舶の位12雪村・けとZJ君主』こついて
地区、地域、分館からなる公民館の位置づけ、関係性、さら

には、八山田地域公民館の運営方針を伺う。

公民館等合わせて103施設と、多くの公民館施設を有し、

。維持管理に要する費用が膨大であることから、公共施設等i

総合管理計画に基づき、規模や配置の見直し、効率的な維!

持管理等を検討し、施設全体の適正化を図るための個別計t

画を策定している。

(仮称)八山田地域公民館の運営方針は、とれまでの利用 l
状況などを踏まえ、地域行事やサークル活動などの自主的 t

な活動や近隣の復興公営住宅の皆様と周辺住民の皆様と

の交流籍、当面の問、貸し館を中心として地域の自主性を尊!

重した活動を支援する公民館として運営してまいりたいと 1

考えていく。

平戚22S)~存6用鹿定例会一般質問 1
r-'l!:"]医療・福祉に関する諸課題について

岡 子どもワクチンの予防接種における日曜日実施の創設
について

'~... i 日本医師会や厚生労働省が主催する3月の子ども予防
接種週間において、通常の診療時間に予防接種を受け i

にくい人たちが日曜日などにも予防接種を受けられる l
体制の構築を図ることとされている乙とから、木市に ;
おいても郡山医師会と日曜日等の予防接種体制の檀l
築について協議していく。

l=&TI 食品口ス削減に向けての取り組みについて
間生ごみを利用したバイオガスエネルギーの導入について i
i 川 昨年度、環境省の補助事業でバイオガス発電の実現可，

能性調査を実施。その結果、二酸化炭素の排出量削減

や食品廃棄物の減量化など了極めて有効な手段」とさ

れた。課題を整理し、豊田市などの先進地自治体の情

報収集を進める。産総研福島再生可能エネルギー研究
所や白木大学工学部にもア 1-..:)'\イスを受付、バイオガス

発電の施設整備についてあり方等を検討していく。

回 公共施設需要総合管理計画について

[:，0l 個別計画の策定について、どのような方針で策定する
のか。

、 ・ .. '・一 日-， .._ --'

監査委員として
現在、議員選出の監査委員として、公正で合理的かつ効率

的な行政運営を確保するため、地方自治法等に定め己れ

た権限に基づき、郡山市や郡山市が補助金等の財政的援

助を行っている団体などの財務に関する事務の執行や、

経営に係る事業の管理について、「法令等に従って適正に

行われているかJJ合理的、効率的、経済的に行われてい

るか」といaった観点、から監査を実施し、監査の結果を議

会、市長等へ報告し、住民の皆さんへ公表する乙とによ

り、行政の適法性あるいは妥当性を確保するとともに、地

方自治行政の透明化を図っています。

沼1首-Fj~X:024・92~ト0075

(窓 チーム学;ぅ拡ついて
間 外部人材を積極的に活用し学校の教育力を高める
一“「チーム学校」の現状での取り組みと今後の対応につい

て伺う。

岡地域を生かした教育環境パワーアップ事業による学校支

一ー援やスーパーティーチヤ一派遣事業による専門性を生かし

た学習機会の提供、全小中学校への英語指導助手やスクー

ルカウンセラー配置、スクールソーシャルワー力ーの増員等

を実施している。また、教育研修センターで実施している管

理職研修講座による校長のりーダーシップの育成や学校

事務の共同・連携を実施している。

さらに、複式学級解消補助員や特別支援教育補助員の配

置、学校規模に応じた複数の教頭や養護教諭、学校栄養職

員の配置、学校教育アドバイザーや特別支援教育専門の指

導主事、 ICT推進担当の指導主事による学校支援など、

チーム学校としての取り組みを行ってし 1る。

今後の対応につきましては、平成29年4月より福島大学

に開設される教職大学院において人材育成を図るととも

に、地域との連携、協働を進めるコミュニティ・スクールに
ついても検討していく。

間 高齢者健随長~lf.サポート高梁について‘
問 事業開始から7年が経過し、さまざまなど意見や問い合

わせがあった乙とと思うが、はり・きゅう・マッサージ券

からの変更に伴う減額は、利用者である高齢者の落胆

はもとより、市内のはり・きゅう・マッサージ業を営む

• 

電話・FAX:024.96"1 ・1229

携帯

司 予防保全の実施による長寿命化、 PPP'PFI の活用

一一等、総合化・集約化等による施設の最適化、計画的な耐

震化の実施等により、利用者の安全確操等を組み入れ
た公共施設等マネジメントの基本方針に基づき、平成

29年度策定を目指す。関係団体や住民の方々への説明

会等も開催し、策定後の進行管理については、公有資

産活用調整会議で進行管理を行い、毎年更新する公共
施設白書により公表していく。

圏除染事業について
爾1 除染で発生した汚染土壌の中間貯蔵施設への搬出に
一一向け、郡山市内の4力所で進めている積込場について

その進捗状況及び整備に係る今後の工程について

闘 冨久山クリーンセンター、東山霊園運動場、河内埋立処

一一分場の3力所は、今月中に測量設計が完了し、造成工事。

の入札などの手続きを経て、年内の整備完了を目指し、

西田埋立処分場については、地質調査の結果、同処分

場敷地内の別の箇所に変更する必要が生じたため、年

度内の整備完了を目指すー

固ため池除染の完了時期をいつ頃と予定しているのか。
閥 完了時期は、現在、荒池など14カ所の詳細調査を実施して

一一おり、その調査結果や県のモニタリング調査などを基に検

討していく。

}一 一 叩.，.，.ーー ー ・ ・ ・ .____. ._._, . 0 - ー白一 一

方々の経営にも大きな影響を与えているが、見解を伺

つ。

|克明.J'\ス、タクシーへの利用拡大及び共通化によって利用しゃ

品副 すくなったとおご意見をいただいたが、一方で助成額に対し

てのご不満の意見などもあり、その都度、制度の改正内容

等について丁寧に説明し、理解をいただいたところである。

令次に、全体的な利用率については、平成27年度は4万

1 ，572人の申請者へ58万9.414枚の利用券を交付し、その

うち利用いただいた枚数は37万2，941枚であり、交付枚数

に対する利用枚数の利用率は63%となっており、平成26

年度のはり・きゅう・マッサージ等利用券と温泉等利用券を
合わせた利用率40%に比べ、大幅に伸びたととろである。

また、パス、タクシーの利用実績については、パスの利用

券が1万8.451枚、タクシーの利用券が11万2，139放で、パ

ス、タクシーを合わせた利用券は13万590枚であり、総利

用枚数に対する割合は全体の35%となっている。
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' ー ι』 ;弔慰泡開会一般関問
! ~;，:'l問中学の殺蹴について

\ ，，' 本市として夜間中学に閲してどのような考えをお持ち
か?また、県との考え方の共有についての見解は?

，夜間中学のニーズ調査を実施した。今後とも固による
法整備や条何ニ整備の状況を踏まえ、県教育委員会と連

携を図りたいと考えている。

'-: ()1'~ うでの体育設立の決議:刻、識について

パ 小原田中学校も含め器具類を保管するスペースが狭い
所や2階に上がるために、はしごを利用している箇所に

関しては、安全性向上を図るべきと考えるが、見解は?

'"保管スペースについては、学校施設の有効活用と整理
一 整頓を推進すると共に、2階に上がるはしごに関して

は、設置場所等について学校と協議しながら、改善す
る。

ー ; ..... う悦u)~0':iI告について

番堰の改修計画について、進捗並びに地元受益者との

I 協議はどのようになっているのか、また今後の流れはど

のようになるか?

,1 ， 本年度は、引き続き協議を行いながら、改修計画及び

基本設計を作成し、平成29年度には閣による木事業の

審査・採択を受け、平成30年度の改修工事着手に向け

進めていくロ

務官詰二士一一-ー

悶i 古~H5'臨の訟'備について
阪l i環境整備の実現化に向けた具体的な計画をロードマツ
ーlプ等で明確にし、地元関係者に説明をすべきと思うが見

I解は?

閥;治水対策を最優先しており、平成32年度完成予定の河
』ーに) 11改修事業との整合を図りながら推進している所であ

り、治水対策の進捗を踏まえて対応する。
また、地元愛護団体等の協力を頂きながら、除草、伐

木、コミの除去を行い、下水道の接続を促進し、水質浄
!ィヒにも努める。

問!諜附備に:ついて
悶|浸7J.く被害の軽減を図る事を目的に、既存の大型店舗等
一ー |に雨水貯留施設の設置を依頼すると共に一部助成をす

ることで、浸水被害の早期解消を図る乙とも検討すべき
;と考えるが見解は?

同 ~，成26年5月に施行された?雨水の利用の推進に関す
』ー :る法律において、雨水貯留の施策の実施に務めること'

が自治体の責務であり、大型店舗等の事業者は、その

施策に協力するよう努めるとされている乙とから、雨水
利用施設整備の助成などについて、実施策を調査・検

討する。

幽 jふるさと納税について
問 降るさと納税の返礼品として、地元産品などを掲載した
一戸知グなどを作成し、寄付者が返礼品を選べるように

すべきと者えるが見解は?

関 寄付者の満足度の向上のため、農産物をはじめ、地酒な

ーど地場産品等を活用し、返礼品を拡充していくことが必
要である、と考えており、今月中には約950の自治体が
利用しているポータルサイトへの登録を予定している。

隠12020東京オリンピック ーバラリンピック
関連事撲について

店開i 国際競技連盟基準を満たす施設において、障害者ス
晶司ポーツの大会を聞くなど、パラリンピックの事前キャンプ

誘致に向けた取り組みを行ラことで、ユニ/'\ーサルデザ

インの施設がより一層充実し、本市にとってのレガシー
になると考えるが見解は?

前朝 施設の充実に取り組むとともに、パラリンピック参加国
時叫の事前キャンプ誘致を目指すことにより、障がい者のス

Jポーツ参加や障がい者への理解の向上を図る施策を展

開し、共生社会の実現に向けた新たなレガシーを創造し

てまいりたい。
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1¥-' ， 木市の公園整備は「緑の基本計画」に基づき整備されて
l きたが、持続可能な都市形成を目指し、今後は公園整備
から公園の利活用に着目し〈子ど、もから高齢者に貢献

できるように公園整備のあり方を検討する時期では。

近年、子どもの遊びゃ体力づくり、高齢者の健康づくり
が公園に求められており、 rc仮称)公園のあり方研究会」

や公園愛護協力会協議会の中で、協議検討してゆく。

間 木市の「保育コンシェJレジュオアシス事業」在見直し、
一 保育所待機児童解消に向け、相談しやすい施設の選定

と、専門相談員の配置をしてゆくべき。

廊1:木市におきましては、待機児寧が増加傾向にある乙と
一一 ;から、従来の相談や情報提供に加え、今後は、利用者と

l保育施設とのマッチング機能が果たせるよう「保育コン

シェルジュオアシス事業」の見直しについて検討してい
きたい。

圏 障がい者施策
器斡相続交擬センターaの設置についで

間|本市の「第3期郡山市障がい者福祉プラン」では、障が
--い者の相談支援体制の強化を図るため、基幹相談支援

センターの設置を計画しているが、その内容は。

闘設置目標を平成29年度とし、これまで郡山市障がい
者自立支援協議会の相談支援部会において検討をー i l

行ってきたが、その結果を踏まえ、障がい者相談支援業 1 i 

務を委託している市内ア法人と、運営のあり方等を検討 :! 
している。 ー

圏 代読・代畿支援サービ;えについて

l爾障がい者の方ばかりではなく、核家族化が進む中で高
一知書等の読み書きが困難な方が増加している。そ乙で、 !'i 

読み書きが困難な方に対する代読・代筆サ→ビ、スを充 '"! 

実するとともに、サービスのための人材育成を図るべき i i 
ではないか。

思耳 読み書きが困難な方に対する代読・代筆支援サービ、ス
ーーについては、合理的配慮の提供手段としても有効であ

ーり、他自治体の事例を踏まえ、普汲に検討していく。ま l 

た、人材育成として、障害者差別解消法に関する研修
項目に加え、努めていきたい。

, , 

一 一一 一 m 一一 一 ー 、 一一 一ー ー均一ー 吋 ・ 一一一一一 臼 ← … 省 司
一 一一一一一 一 一…_.~ . ' . 一一一 一 一 一一一一一一一一一一…一一一一、 .._.-一一→ー一一 一一一一一一一一一一 一 一ーー 一一 ー ー ー 岨一一 ーι ι …』 ー ….~_ . .- ー…I

一 一一 一 ー が ν ー"~ ー--~ . - ーーーァ ーー 可・ 一 一 , ' -.ード ー一白 川 ー"".., 司・ 丸 修制 噌b・ .>i， r." ，，" ι ・ ; 叩 ,., ,‘ 
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!U諮葺?需A脊需有腎翠烹蔀誕蕊蕗蒜l 安全。安心な L~~ 

まちづくり

削除員会主'íH~~~~::~
自殺予防対議諮j資金 司 i

平成27年12月定例会に抱いて、布民

の財産でもある公有資産の有効活用や

公共施設の適切なあり方について検討
を図るため、「公有資産活用検討特別委
員会Jが設置され、木年8月、日本政策投
資銀行地域企画部課長遠藤健(えんど
う・たけし)氏を招き、[公共施設マネジメ
ントの必要性と公有資産活用型PPPに

ついてJと題して、市民の方々にも参加し
ていただき講演を頂きました。

平成27年12月定例会において、市民の安全安心を守る施策推進を図るため『安全・安心なまちつ‘

くり特別委員会Jが設置されました。具体的には、木市における自殺予防対策を推進するために、仮
称『郡山市自殺対策条例』の制定を目指し、平成28年9月定例会までに先進地視察や15回にわた

る、当局や各種団体からの意見聴取をしながら協議を進めてまいりました。9月20日には、市長に対

して陪世も自殺に追い込まれる之とのないまちづくりに向けた提言書』を提出いたしました。
また、安全・安心なまちづくり特別委員会主催で、講師にNPO法λ自殺対策支媛センターライフ

1)ンク代表の清水康之氏を迎えて自殺予防対策講演会を開催致しました。郡山市の自殺の現状や

東京足立区での取組についてご講演を頂きました。多くの市民の方々にど参加頂き、質問や貴重な

ご意見も頂戴しましたロ

屯

恥 一一一一ι一一一一一一一一一一一…一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一 知一一一

宅1322持同帥総奇跡融資耕; Y

8月24日芦屋市において、「給食の公会許! 緊急告知ラジオの販売事業では、自身で情 ド

イヒ」と「緊急告知ラジオの販売事業」について、 i 報を得ることが困難であると考えられる要配

行政調査を行いました。給食の公会計化では、!慮者(約3，000人)に広〈行き渡らせることを目 i 
.ー給食費の歳入歳出が明確になることや学校の:的に8 ，640円のラジオを自己負担1 ，000円で i 
給食事務が軽減されることなどのメリットの反 j 販売。FM電波を利用していることから、電波の l 
面、転出、欠席等による返金業務が煩雑化、集 i 入りづらい場所が存在することや周知がまだ i 
言地問時併町教育損会事 1 ~U=~~売…い等の課題を叫 j 
務局の事務の煩雑化、などの課題が示された。 1

州川辺宥i仰革命停車伊勢津持費塑塑選遡離が;iffy--7LLJ一一一一一一i
.?" 士 一， :'.:"，;，:;~'1 j (田川議員、但野議員、山根議員)※島田市 日月6悶(月)

I i 5月 1 2a(木) ''''''5月 13邸(金)復興道路等について(大笹生IC、相馬福島道路)
i ; 日本自治創造学会第B回研究大会(小島議員!沿岸部津波被災エリアの復興まちづくりについて

i :l:也方が創る日本の未来ャ議会・住民・自治~， I c新地町沿岸部〕沿岸部の復興について(久ノ浜地区)
1 ※明治大学アカデミーホール t 6J17日(火)

ィ:月 1 J353(月) f : 5月 oì 6 日(舟 )"-"'20 臼(金) -1 沿岸部の復興について
名古屋市重症心身障害者施設「テインクルなごい大津市(全国市町村国際文化研修所) � (復興計画、薄磯・豊間地区、平磐越縮、小名浜港背後
や」について(田川議員、但野議員、山根議員 I ! JIAM新人議員研修(山根議員地、小名浜東港等)

※名古屋市 十(内容 1 7.月20臼 (710 '""'211 (ホ)
!.:l-J:せ 'l 9母 (火) , 1 :地方自治制度の基本について 第10園地方から考える社会保障フォーラム
こども家庭相談支援体制整備事業 !地方議会制度と地方議会改革の課題について !c小島議員)
「スクールソーシャjレワー力一」について i 地方議会と自治体財政 ! ※鮒社会保険研究所(千代田区)
佃川議員、但野議員、山根議員)※尼崎市 i 地方議員と政策法務 7月23日(土)

i 条例講習 l /~. }:~ 2 (j 日<*) ー ト |第43回『都市問題J公開講座(小島議員)
ー !分権時代の地方議会(議員)に期待されること ‘ r ", 廃校を活用した都市住民等との交デ事業l ついて | ! 「誰がためのコンパクトシティ」

/)IL"""'?R:I'--' IJ I '- 6月5日 uヨ ).....7 日 (火 ※日本プレスセンター C千代田区〕

r::;] E!fI寄 l
平成28年B月27白(土)9 ・ 00~12・ 00
※翌日2日日(日)に県防災訓練(会津若松市).

9月 1 日(ホ)は「防災の日J.

巴1Æ所!
中央会場7芳山小学校及び郡山第二中学校
地区会場:;.各地区ごとの訓練会場(12箇所)

己主催
郡山市・郡山地方広域消防組合消防本部・
消防団 ? 

ロ目的|
災害対策基本法第48条及び郡山市地域防災

計画に基づき総合防災自l慨を実施し、災害等が
発生した際に、市、関係機関及び土地域の団体等
と遠鏡し、市民一人ひとりが効果的、円滑及び組

織的に活動できるよう災害対応能力の向上と防
災意識の高揚を図る.

必

ムー:溢~~~':~~~ì~:~ :.~l; ~: ~' 

71京会;11う !と;去ったrñ~rr~会公明党(1)メンバーと

お~.~ ;;'~ (j) :l，th:h1il間体のリ ーダー

つ'~，J r!J部迎合町内会会長 -G;~~:';:fÄi.i]ý' 思議

8月27日午前、中央会場を芳山小学校、各地区会場

を市内 12箇所に設け、市関係機関、市民それぞれが、災
害発生時に効果的、組織的に対応できる災害対応力の

向上と防災意識の高揚を目的として、総合防災訓練を

実施しました。
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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者
ー

会派名 郡山市議会公明党 支 出 調 三室 (蓄\! ej ③ Eヨ

区 分 事 由 費 目 . 金 額 言十

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金会費|
2 研 修 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

振ふう手ト(すゐ公衆) 会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 幸R
資料作成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

費
送料(折込料含む) ワェブページ掲載代 茶菓子代

振込料 刃/.，1，ζ 3ζμ 

4 広 耳意 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 dzh = 雪面我量 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

振込料

8 資料購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

有料データベース等利用料 振込料

19 人 件 費 賃金 社会保険料等 振込料

10 事務所費 消耗J:J兵ト号努)tz 備品購入費 事務機器等リース代 消耗品等事務費 .~6~乙Á
印刷代 振込料 配送手数料 。〉正午ど:

11 
通信運搬 ・ 自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)

車燃料費 その他. 

使用者 郡山市議会公明震|支向 日 ~J 年 / 月 ~ø 日 現金出納簿

~ メ口え 言十 え dq訟16三円支出番号 、 、 ";~7す /〆

\夕、 小 10



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

3ZU正汗同量ltz ヨ忌ムオ
10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 J全盛邸主0_1-諸島0~J_~~~-J{1=止血血とと5平副
(支出事由) 一…一一一一一一一一一一一一一一一一……一一一一一一…-一一一一一一一一一一町一一一一一一一一一一

内 名，手マ争, 

支出年月日 支 出 先 支出金額

ぷ年んかy 日 保持 タ字行 267乙円

上記のとおり支出します。

議員氏名 郡山市議会公明党 (あ

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

J Ij 来。ν

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、~Ij記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください



該当するものにü(または./)を表示します

口伝 ì2s ~同五ι当f{ 喜寸業宇数料受取書)
口預金払戻請求書・預金口座振替による振込受付書(兼手数料受取書)

7 日b=口

ご指定日

。振込依頼書に記載相違等の不備があった場合には、 照会等

のために振込が遅延することがあります。
。やむを得ない事白による通信機器、 回線の障害等によって

振込が遅延することもありますので、 ご了承くださし」
;........! 民 fノョ

題株式会社東邦銀行

社
求

。
!
τザ
l
H

、 ~-""ヴ
f J tit i ノソ
r二~. "' 匂~ーノ 1漂

日中ご)豆油苦可能なお電話番号

日ι三ブ之fJ1ri

w・勺<'î. .!_岬 し問、J ‘ <
守i 円 ? ¥. i 戸山"，.- --: - / ¥  

4グVι，LII7 ふずぞ乞言、
", 

当行をご利用いただきましでありがとうございます

JJ"/J 

車員

人 | おとこJ号 、
一-/. t _，..~-- __."'.........--..' 
j~\μAj iJM i !;ゴ/

t,...-' --', ''1 

3.978 (2 -2) 2016.3 



963-8601 

福島県郡山市朝日卜23-7

郡山市議会公明党御中

(0587) 

請求書
PAGE 

963-8032 福島県郡山市字下亀田 1 7 番地の 7
!二ぷ7おナr-百五三:~\

株式会社ル・ブロジ干守グ U2E
TEL 024-935-0789 FAX O~4~，3、5TO~6Q

，_.6~，.<1!古合古j

く御振込先〉 だ;l~~~:J~IiJ~j
大東銀行朝日支店(普)No.1278696

I 



平成作臨 総:算税措嘆頭会jfskμ バー斗
平成27年度決算特別委員会を、 9月 27日(火)から30日(金)までの田 一一一吋一一一村許可?

程で開催。平成27年度予算が適正かつ効果的に執行されていたが、また、

健全な財政運営がなされているか、について審査しました。審査において
は委員が、各事業について自由審査を行い、また現地調査も実施し、提出

された平成27年度決算認定議案等について、原案のとおり可決及び認定
すべきものと決しました。

三匹成宮開選鵠隠;;望ぎ重孝弘
一般会計の決算額は、歳入が1 9729億3，573万円、歳出は1 ，659億1 ，910万円で、翌年度への繰越充当財源を差し引 i

いた実質収支は41億6 9 263万円の黒字決算となりました。

また、 29の特別会計決算額の合計については、歳入700億4，047万円、歳出677億1 ，622万円で、翌年度への繰越充当 l'

財源を差し引いた実質収支は18億5，212万円の黒字決算となりました。 - ト
公営企業会計(水道・工業用水道・下水道-農業集落排水事業)の決算概要は、徹底した経費の削減・合理化に努めたことにより、健全 ! - ~ 

な事業運営が図られました。財政運営につきましては、法律に基づく財政健全化判断比率は、実質赤字比率・連結実質赤字比率・実 れ
質公債費比率・将来負担比率全てが、国の示した早期健全化基準を大きく下回っておりイ建全な状態にあると認められましたー

品一一 一一一~.. ~ ......・町ム

今

一}一μ一凶…一品一』一ル叫叫.…

財政の透明性を高め、市民への説明責任を図る

ため、乙れまでの単式簿記・現金主義による官庁

会計に加え、複式簿記・発生主義とし 1った企業会

計の手法をとり入れた新公会計制度を平成27年

4月から導λ。

や;"2;.ïj~.20:み肢から6闘にわたり一般質問)

‘ fト叫‘イ寸γ「与γ川:. ~

l 盟
"，:;:r d i笠・問.諒:t51;.fji!;' ßb=:;'挫

\，綱恰'J~_弘!~~ ‘ 4ω--司副 υ; ， ; -"，‘".... i、.

社会ニーズに対応した新形式墓地「合葬墓」の

整備により、当面の墓地需要に対応。

(小島議員をはじめ会派要望等、ねばり強く推進)

園長吉おiVkび訟;杭~;~2嘉義
平成2τ年4月に「郡山市手話言語条例」を制

定し、手話通訳者等の派遣を行っているo

(会派として積槌的lご推進)

熱鮪海町昨住民恥の安蛤全安糾心の明目確産保併や、住儲民の倣交流判! 悶 5認制認紡悶告釘n活注Z総倣1合許絞支;扱長持芸嘉E祭
を推進し、地域コミユニテイの充実を図るため推 i十 地域包括ケァシステムの一環として、認知症初
進。 (平成26年度から常悲委員設で質問 期集中支援チームや認知忠也域支援推進員の配

':\ .， ~ji~. : :~' ~::;S' ~l:~~控訴5ZE怒 i 置、認知症力フェの設置を実施。

誰もが利用できるブロードバンドサービスを

提供するため推進。

(1日野E芸員が環境盤舗を強く翠翠) i 路1

: 2日以広三 1
市有資産の有効活用を図るため、未利用財産 |

(地域包括ケアシステム構築に向けて、会派として

集中して取り組んでいる)
.. ヲア、 "-.}..，-': ' ~!!・~ ・pι} 品同1.

コγ ~:9J ~ '!;i ~IJ .~~~. :~.~ 

定期予防接種及び任意予防接種を実施している

が、平成27年6月からB型肝炎ワクチンを導入。

(富山!議員以器製肝炎ワクチンの導入を躍進)

園 長支後ケアミ手錠
産院を退院してからも育児に不安を抱え、ケア

が必要な産婦に対する事業。事業の積極的周知

が必要。(子育で支援のー績とて推進)

壁2 35可'保育所等割h)~~J~~芝
待機児童解消のため、民間認可保育所等を設置。

(会派として長年取り組んでおり、今後開:、保育

環境及び内容についても充実を目指す)

閤 烏弘訟4被芸寄z防止総￡幻立封桁5お沿;誌主瓦詰卒?ぐ:
イノシシ等の鳥獣被害防止のため、電気柵や捕

獲活動を実施。

(会派として現地調査を行い、被害対策の重ー要

'控を認識)

盟 :毘学路5空会対策7宇治
小中学校の通学路の危険箇所について、学校、

道路管理者、警察等と連携 ・協議し、対策の改善・

充実を図る。

C1J3.野議員l志、 PTt\の代表としても強く要望)

! f~盟ヨ .;;J5起話翻:悦
I;D~以"山.Jfif怒:竺き 又:之三立と:亡4乙;::土fT竺土?空七rヒ1どγ三"三シγ二fペ、うγt~以，七七おi三日:三i守;主 . i . ( F辺滋ぷぷ: L山Lじ! ~s主込言a :店;主主E:: l.~)ザて:む>

について、売却や貸付等を行う。 ー i 仏ア

(.~:~;'財政改革脱退するため提言 ， 1 幽
~~ f.'-:弐-;::.， h~..4 ':;仁川λ . ~ '- ' 回;:' '\ ・ ! 

川， ." 日以 Jレーυ司 "，.1' • .:" } 平成27年度にJR東日本と工事施行協定を締結

平成27年度から、対象児童が小学校3年以下| し、平成29年度春の開業予定。また「郡山富田駅利

から6年生まで拡大。事業拡求は必須。 ! 活用懇談会」を設置し、関係者と意見交換を実施。住関ゐ安三安心…犯灯の設置と i
(会派として長年にわたり 、会小学校に設置する 小島議員同:、農業試験場跡地利用の一環とし

よう提言) て、郡山富田駅の利活用を強く求めて"いる)
併せ、省エネ・長寿命化策として、LED防犯灯行更 j
新。(出Jll諮員が積極的に椛進

• 。

も



t ;1;;jjUS年6用控室窓~9~会一般露関
、 (jJ133t地等におけるW ト引の整備について

い 市内観光地や日本遺産認定を受けた安積疏水関連施
設、人が集まる公共施設にWi卜-F引i の整備を促進し、観

光客が白由に情報を収集でき

発信できる環境整イ備蒲を苦γ穴父きと考えるが、見解を伺う。

, I ~ , .磐梯熱海温泉駅前足湯、ケヤキの森足湯、郡山ユラックス

熱海、開成館などの観光施設等を含め、新たに10力所の公

共施設i乙，W i~F i 環境を整備する。観光地におけるWi-F i 

環境の充実がますます求められることから、計画的な整備

を検討していく。

公民Î/iJ'O) 'f立法1"Í"けとJli採について

地区、地域、分館からなる公民館の位置づけ、関係性、さら

には、八山田地域公民館の運営方針を伺う。

』 。 : 公民館等合わせて103施設と、多くの公民館施設を有し、

白 維持管理に要する費用が膨大であることから、公共施設等

総合管理計画に基づき、規模や配置の見直し、効率的な維

持管理等を検討し、施設全体の適正化を図るための個別計

画を策定している。

(仮称〕八山田地域公民館の運営方針は、乙れまでの利用

状況などを踏まえ、地域行事やサークル活動などの自主的

な活動や近隣の復興公営住宅の皆様と周辺住民の皆様と

の交流等、当面の問、貸し館を中心として地域の自主性を尊

重した活動を支援する公民館として運営してまいりたいと

考えていく。

;平戚28年6月鹿定例会一般質問
131 医擁・福祉に関する諸課題について

園子どもワクチンの予防接種における日曜日実施の創設
について

日本医師会や厚生労働省が主催する3月の子ども予防

接種週間において、通常の診療時間に予防接種を受け

にくい人たちが日曜日などにも予防接種を受けられる

体制の構築在図ることとされている乙とから、本市に

おいても郡山医師会と日曜日等の予防接種体制の槽

築について協議していく。

直j 食品田ス削減に向けての取り組みについて
悶 生ごみを利用したバイオガスエネルギーの導入について
刈 昨年度、環境省の補助事業でバイオガス発電の実現可

、 ' 能性調査を実施。その結果、二酸化炭素の排出量削減
や食品廃棄物の減量化など「極めて有効な手段」とさ

れた。課題を整理し、豊田市などの先進地自治体の情

報収集を進める。産総研福島再生可能エネルギー研究

所や日本大学工学部にもアドバイスを受け、バイオガス
発電の施設整備についてあり方等を検討していく。

関 公共施設寄李総合管理計画について

悶 個別計画の策定について、どのような方針で策定する
のか。

認可 チーム学校について
tO11 外部人材を積極的に活用し学校の教育力を高める

凶 「チーム学校1の現状での取り組みと今後の対応につい

て伺う。

困 地域を生かした教育環境パワーアップ事業による学校支

‘一援やスーパーティーチヤ一派遣事業による専門性を生かし

た学習機会の提供、全小中学校への英語指導助手やスクー

ルカウンセラー配置、スクーJレソーシャJレワーカ の増員等

を実施している。また、教育研修センターで実施している管

理職研修講座による校長のリーターシップの育成や学校

事務の共同 ・連携を実施している。

さらに、複式学級解消補助員や特別支援教育補助員の配

置、学校規模に応じた複数の教頭や養護教諭、学校栄養職

員の配置、学校教育アドバイザーや特別支援教育専門の指

導主事、 ICT推進担当の指導主事による学校支援など、

チーム学校としての取り組みを行ってし1る。

今後の対応につきましては、平成29年4月より福島大学

に開設される教職大学院において人材育成を図るととも

に、地域との連携、協働を進めるコミュニティ・スクールに

ついても検討していく。

宮 高齢者健康長寿サポート事業について
照宮 事業開始から1 年が経過し、さまざまなご意見や間い合

一- わせがあったことと思うが、はり・きゅう ・マッサージ券

からの変更に伴う減額は、利用者である高齢者の落胆

はもとより、市内のはり・きゅう ・ マッサージ業を営む

電話.FAX:024・961 ・1229

携帯

U司予防保全の実施による長寿命化、 PPP ' PFI の活用
一一等、総合化・集約化等による施設の最適化、計画的な耐

震化の実施等により、利用者の安全確保等を組み入れ

た公共施設等マネジメントの基本方針に基づき、平成

29年度策定を目指す。関係団体や住民の方々への説明

会等も開催し、策定後の進行管理については、公有資

産活用調整会議で進行管理を行い、毎年更新する公共

施設白書により公表していく。

除染事業について
隠官除染で発生した汚染土壌の中間貯蔵施設への搬出に

向け、郡山市内の4力所で進めている積込場について

その進捗状況及び整備に係る今後の工程について

間 冨久山クリーシセンター、東山霊園運動場、河内埋立処
一一分場の3力所は、今月中に測量設計が完了し、造成工事 r

の入札などの手続きを経て、年内の整備完了を目指し、

西国埋立処分場については、地質調査の結果、同処分

場敷地内の別の箇所に変更する必要が生じたため、年

度内の整備完了を目指す。

関ため池除染の完了時期をいつ頃と予定しているのかo
F暫 完了時期は、現在、荒池など14力所の詳細調査を実施して

一一おり、その調査結果や県のモニタリング調査などを基に検

討していく。

方々の経営にも大きな影響を与えているが、見解を伺

つ。

関 パス、タクシーへの利用拡大及び共通化によって利用しゃ

日4 すくなったとのご意見をし 1ただし 1たが、一方で助成額に対し

てのご不満の意見などもあり、その都度、制度の改正内容

等について丁寧に説明し、理解をいただいたところである0
.次に、全体的な利用率については、平成27年度は4万

1 ，572人の申請者へ58万9.414枚の利用券を交付し、その

うち利用いただいた枚数は37万2，941枚であり、交付枚数
に対する利用枚数の利用率は63%となっており、平成26

年度のはり・きゅう ・マッサージ等利用券と温泉等利用券を
合わせた利用率40%に比べ、大幅に伸びたととろである。

また、パス、タクシーの利用実績については、パスの利用

券が1方8.451枚、タクシーの利用券が11万2，139放で、パ

ス、タクシーを合わせた利用券は13万590枚であり、総利

用枚数に対する割合は全体の35%となっている。

室主査委員として
現在、議員選出の監査委員として、公正で合理的かつ効率

的な行政運営を確保するため、地方自治法等に定められ

た権限に基づき、郡山市や郡山市が補助金等の財政的援

助を行っている団体などの財務に関する白事務の執行や、

経営に係る事業の管理について、r;去令等に従って適正に

行われているか」、「合理的、効率的、経済的に行われてい

るか」といった観点から監査を実施し、監査の結果を議

会、市長等へ報告し、住民の皆さんへ公表することによ

り、行政の適法性あるいは妥当性を確保するとともに、地

方自治行政の透明化を図っています。

一 一一一
l その他 . 

|・除染除去土壌等の搬出業務の入札参加 1・
. 引ー

I 格要件について -・
ト・除去土壌等の輸送計画について 二バ1・
|・道路の路面下露洞調査実施と . 

| 国別計画について{上・下水道・

1 ・8型肝炎ワクチン接種について(乳幼児..・
卜 、 ーへ...・

I・胃がんリスク検診の導入について j・

| など l・
L、白 川 、 れ旬、川崎...." -牛 a ・ h叫"""""民的ぷ~ ・
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:: ! ~夜間中学の殺訟について

\! 木市として夜間中学に関してどのような考えをお持ち

かつまた、県との考え方の共有についての見解は?

夜間中学のニーズ調査を実施した。今後とも固による

法整備や条件整備の状況を踏まえ、県教育委員会と連

携を図りたいと考えている。

:寸 己主1 :~~~~ )J:去の体育館の安念対策について

小原田中学校も含め器具類を保管するスペースが狭い

所や2階に上がるために、はしごを利用している箇所に
関しては、安全性向上を図るべきと考えるが、見解は?

i 保管スペースについては、学校施設の有効活用と整理

整頓を推進すると共に、2階に上がるはしごに関して

は、設置場所等につい寸学校と協議しながら、改善す

る0

<'，('~~-;:~，r~o)改修について

番堰の改修計画について、進捗並びに地元受益者との
協議はどのようになっているのか、また今後の流れはど

のようになるか?

本年度は、引き続き協議を行いながら、改修計画及び
基本設計を作成し、平成29年度には閣による本事業の

審査 ・採択を受け、平成30年度の改修工事着手に向け

進めていく 。

園 樹J115'也の設備について
時習 環境整備の実現化に向けた具体的な計画を口ードマツ
ーープ等で明確にしd也元関係者に説明をすべきと思うが見

解は?

圏 治水対策を最優先しており、平成32年度完成予定の河

ヅ [ 1改修事業との整合を図りながら推進している所であ

り、治水対策の進捗を踏まえて対応する。

また、地元愛護団体等の協力を頂きながら、除草、伐

木、コ‘ミの除去を行い、下水道の接続を促進し、水質浄
化にも努める。

回選認雨対-策について
能司 浸水被害の軽減を図る事を目的に、既存の大型店舗等
-- に雨水貯留施設の設置を依頼すると共に一部助成をす

るととで、浸水被害の早期解消を図るととも検討すべき
と考えるが見解は?

同平成26年5月に施行された、雨水の利用の推進に関す

"一 る法律において、雨水貯留の施策の実施に努める乙と

が自治体の責務であり、大型店舗等の事業者は、その

施策に協力するよう努めるとされている乙とから、雨水

利用施設整備の助成などについて、実施策を謂査・検
討する。

闘 ふるさと納税について
前調 ふるさと納税の返礼品として、地元産品などを掲載した

ーーカタログなどを作成し、寄付者が返礼品を選べるように

すべきと考えるが見解は?

[禰 寄付者の満足度の向上のため、農産物をはじめ、地酒な

』“ ど地場産品等を活用し、返礼品を拡充していく乙とが必

要であ石と考えており、今月中には約950の自治体が
利用しているポータルサイトへの登録を予定している。

匿j 202む東京オリンピック ・パラリンピック
関連事業について

府首 国際競技連盟基準を満たす施設において、障害者ス
ーーポーツの大会を聞くなど、パラリンピックの事前キャンプ
誘致に向けた取り組みを行ラことで、ユニバーサルデザ

インの施設がより一層充実し、本市にとってのレガシー
になると考えるが見解は?

防朝 施設の充実に取り組むとともに、パラリンピック参加国
一ーの事前キャンプ誘致を目指すことにより、障がい者のス

ーーポーツ参加や障がい者への理解の向上を図る施策を展

開し、共生社会の実現に向けた新たなレガシーを創造し

てまいりたい。ー

，-ー ，

シェjレジュオアシス事業」の見直しについて検討してい
きたい。

間障がい者施鍛 ・
2基幹繍議支援センターの設置について

侭1 木市の「第3期郡山市障がい者福祉プラン」では、障が
一一い者の相談支援体制の強化を図るため、基幹相談支援

センターの設置を計画しているが、その内容は。 I . ~ 

電話.FAX : 024田923-5806
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i ii ! 木市の公園整備は「緑の基本計画」に基づき整備されて
l きたが、持続可能な都市形成を目指し、今後は公園整備
から公園の利活用に着目し〈子ともから高齢者に貢献

できるように公園整備のあり方を検討する時期では。

リ 近年、子どもの遊びゃ体力づくり、高齢者の健康づくり
が公園に求められており、 rc仮称)公園のあり方研究会」
や公園愛護協力会協議会の中で、協議検討してゆく。

国保育コンシェルジュについて
EE理 本市の「保育コンシェルジユオアシス事業」在見直し、
保育所待機児童解消に向け、相談しやすい施設の選定

と、専門相談員の配置をしてゆくべき。

訴訟 木市におきましでは、待機児童が増加傾向にある乙と

ーーから、従来の相談や情報提供に加え、今後は、利用者と

保育施設とのマッチング‘機能が果たせるよう「保育コン

国設置目標を平成29年度とし、これまで郡山市障がい

者自立支援協議会の相談支援部会において検討を

行ってきたが、その結果を踏まえ、障がい者相談支援業
務を委託している市内τ法人と、運営のあり方等を検討

している。

園 代読・代主義支援サービスについて

!悶障がい者の方ばかりではなく、核家族化が進む中で高

-J齢煮寺の読み書きが困難な方が増加している。そ乙で、

読み書きが困難な方に対する代読 ・代筆サービスを充

実するとともに、サービスのための人材育成を図るべき

ではないか。

同読み書きが困難な方に対する代読・代筆支援サービス
ーーについては、合理的配慮の提供手段としても有効であ

ーり、他自治体の事例を踏まえ、普及に検討していく。ま

た、人材育成として、障害者差別解消法に関する研修
項目に加え、努めていきたい。

0・
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u | 安全。安心な
京市づノい日 \J

特別委員会主穫で l 

自殺予j坊対策講演会 .1

平成27年12月定例会におーいて、市民

の財産でもある公有資産の有効活用や

公共施設の適切なあり方について検討

を図るため、「公有資産活用検討特別委
員会」が設置され、本年8月、日本政策投

資銀行地域企画部課長遠藤健(えんど
う・たけし)氏を招き、「公共施設マネジメ
ントの必要性と公有資産活用型PPPに

ついて」と題して、市民の方々にも参加し
ていただき講演を頂きました。

!額高麗調務密島笠部内J百五二~..j了一一
~ I日豊田浄水場跡地の智定的な利用について(駐車場伯尚闘としての活用)

命 公共施設駐車場について(茂山 間成山地区及び到11 富久山行政センターの駐車場確保)

愈 貸レ施設について(附時間休館日等のあり方)

長》 公有資産活用における市民意見の反映等について

@小中学校の統合を見据えた取り組みについて
(沼田地区における廃校専IJ活用)

/'Jt ~ .ム;，.一二 品心ω;;~;;;一一伊川(川νヘ、Jミ J一:プJ ふ
吉託設22-議傘:戸R戸安jむむむ払;~均砲お訟じ勾忍若訴"'，幻5::;)く υ以陶特別墾主魯号ヱ湾湾芋京， ' ; い P川〈 ! 

平成27年12月定例会において、市民の安全安心を守る施策推進を図るため『安全・安心なまちづ

くり特別委員会』が設置されました。具体的には、木市における自殺予防対策を推進するために、仮

称『郡山市自殺対策条例』の制定を目指し、平成28年9月定例会までに先進地視察や15回にわた
る、当局や各種団体からの意見聴取をしながら協議を進めてまいりました。9月20日には、市長に対

して『誰も自殺に追い込まれることのないまちづくりに向けた提言書』を提出いたしました。

また、安全・安心なまちづくり特別委員会主催で、講師にNPO法人自殺対策支援センターライフ

リンク代表の清水康之氏を迎えて自殺予防対策講演会を開催致しました。郡山市の自殺の現状や

東京足立区での取組についてご講演を頂きました。多くの市民の方々にご参加頂き、質問や貴重な

ご意見も頂戴しました。

、"・
ホìF r;;::衿 ，"JJ
-r:' IJ.以J拠品 ミF

dd 
jtも …'

十j515余}~~. ~: ，~: ~-!~った市説会公明党のメンバーと

t!l~ ・1 ~_~の:i i訂正I;jJ {，;:，(j)リーダー

勺í.ì!J-J 品rrí迎合町内会会長今'~:!:久政思議

8月27日午前、中央会場を芳山小学校、各地区会場

を市内'12箇所に設け、市関係機関、市民それぞれが、災
害発生時に効果的、組織的に対応できる災害対応力の

向上と防災意識の高揚を目的として、総合防災訓練を

実施しましたロ

国即時
平成28年B月27日(土)9 ・ 00"--12:00
※翌日2日日(日)に県防災訓練(会津若松市).

9月 1 日(木)は「防災の日J.

包括所
中央会場芳山小学校及び郡山第二中学校
地区会場 各地区ごとの訓練会場(12箇所)

沼主催
郡山市・郡山地方広域消防組合消防本部・
消防回

臼目的
災害対策基本法第48条及び郡山市地域防災

計画に基づき総合防災訓練を実施し、災害等が

発生した際に、市、関係機関及び地域の団体等
と連携し、市民一人ひとりが効果的、円滑及び組
織的に活動できるよう災害対応能力の向上と防
災意識の高揚を図る.
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( "・ ._:.l: 仁三 ! 日!空自主~! 府 .p肝諮問 ~ ; ~ '，~~-.:渋2 信;) 
局 、 , ， ヲ ~ ~ 1 i \‘ 1/ . ， 1 、 ; 怪 ir l "，'句 f ï: ';; ~υ ヘ! ... す岬1 ムτ‘、 iC，: 日‘コ: 1

4jヲ 18 !ヨ O~ )
名古屋市重症心身障害者施設「テインクルなご
や」について(田川議員、但野議員、山根議員)

※名古屋市

々月 1 諮問 (火)
こども家庭相談支援体制整備事業
「スクールソーシャルワー力一」について
(田川議員、但野議員、山根議員)※尼崎市

4R20Ei (水)
廃校を活用した都市住民等との交流事業について
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別記第 2 号様式

主兼支山詰問主

~、ー-~与~ 、，

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

ラ可動等称変
※該当する支出費目を記入

支出目的 調む宇えk--J-~-j-t~---~--二駐車社整案 一
(支出事由) 一……ー…一一一…一一一一一一一一一一一一一-一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一司一一一一一一一一問一

内 乍?$- -寸124LtLF-心心4一一ム」しJ一J一一4一一b一i一L一一ー一ヰヰl一一
1 

、'
支出年月日 支 出 先 支出金額

滅的え取デ日 二Z lVIぐ、/ ρ〉、 6 与6 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 郡山市議会公明党 ⑬
領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

領 収 証

郡山市議会公明党様 。tð- 年/ぷ月 ~t凶日

ヲた

t 

上記正に領収いたしました

内訳

税抜金額

消費税額等( %) 

コクヨ ウケー1048

重湾問ロ・:t・印刷物・ギフト・特注ゴムg

~ J'-Jt:J 
店長坊野賢治

郡山市桑野二丁目6ー:J...:~
俉UFAX (024) 924-Ub~ど

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよ う に貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



別記第11号様式

領収書等整理票

区 分 ※該当する区分にO印

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費

9 人件費 Ql~) 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費

領収書及び料金内訳明細書尊貼付欄

-ーー・ーー ー，

A 

市内 口 書口口
No. 

郡山市議会公明党様事務用品・本・はんと
rJJ 年 /CJ. 月メシ日 マルパンE書店

下記のとおり納品いたしまし TEL024{924jO532 

税込 I税率 % 1 消費税額等
合計金額 -! )゙6 7ι 6， I s' %1 _~ //6 

品 名' 数量単価 金額( (者以 ・ 税込)

)7'/ 、了、 -'L ペヲンf d /1-0 ぃ子b 
rJ っ tfマ マ 上 / ァyο il7 U 

生(月 / !.ナじ イダ ζJ 

フ 1) 7' > ¥l \L 子戸 / J3u Jゆ� 
t t.7Vず入

メ口』
子。少万 一 ヤ

コ 7ヨウ 346

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。




